
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３：００オープン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年 10月 6日（日）１３：００〜１８：３０ 入場無料 

「RAFIQ（ラフィク）は、ペルシャ語やアラビ

ア語で「友達」という意味です。私たちは「難

民と一緒に暮らせる街」を目指して、２００２

年から関西を中心に難民支援や啓発など、様々

な活動を行っている市民団体です。その事務所

が２０１６年１０月に大阪の東三国に移り、 

「OSAKA なんみんハウス」は始まりました。 

日本にも難民がいます。RAFIQ は難民支援を行っています。2018 年には、約 1 万人が

難民認定申請を行っています。認定されたのは 42人でした。私たちは 30か国以上の難

民を支援してきました。 

日本でもできる難民支援に関心のある方ぜひお越しください。 

 

 

１３：３０〜 

① 関西の難民を直接支援して 

会員 A  60代 

会員 B  50代 

難民 C フードバンク支援難民 

難民 D シェルター入居経験者 

１４：３０〜 

② 難民認定手続・仮放免の支援 

会員 E 60代 

ボランティア F 20代 

難民 Ｇ 大阪入管被収容経験者 

１５：３０〜 

③ RAFIQの活動に参加して 

会員 H  40代 

会員 I  60 代  

会員 G  20代  

１６：３０〜 

難民カフェ inなんみんハウス 

参加費１０００円 

１８：３０終了 

RAFIQ メンバーと難民からの声を聞こう！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OSAKA なんみんハウス 

〒532-0002大阪市淀川区東三国 4丁目 9-13 

大阪メトロ東三国駅より徒歩約 5 分 

JR東淀川駅より徒歩約 15 分 

 

RAFIQ（在日難民との共生ネットワーク） 

HP http://rafiq.jp TEL / FAX：06-6335-4440 

Mail:rafiqtomodati@yahoo.co.jp 

ご支援のお願い 

（当日にご持参下さるとありがたいです） 

＜寄付のお願い＞ 

RAFIQの活動は、無償ボランティアで行っていますので、

人件費はかかっていません。しかし、支援難民が増えて

くる中で事務所の維持や困窮する難民への支援などに費

用が掛かっています。なんみんハウスの維持には、光熱

費や改修費・消耗品などの購入が必要です。また困窮す

る難民には、緊急の生活費や交通費・日用品の支給など

を行っています。入管からの仮放免のためには保証金

（300万円以内）が必要で支払うこともあります。 

ぜひ支援金のご寄付をお願いいたします。 

振り込みの場合 郵便局（ゆうちょ） 

店名：四三八 / 店番：438 / 口座番号：6677668 

/ 口座名義：RAFIQ 

＜寄付品のお願い＞ 

新品のもの …台所洗剤などの台所用品、洗濯洗剤など

の洗濯用品、シャンプー、タオル類、文房具 

食品（消費期限が1か月以上あるもの）…米、調味料、  

缶詰、レトルト食品、新鮮な野菜・果物 

16：30～18：30 

難民カフェ in なんみんハウス 

RAFIQでは毎月1回、大阪市中崎町のカフェ

で「難民カフェ」を行っています。難民に

関心のある方のフリートークの場です。今

回は、「なんみんハウス」での特別版で開

催します。支援している難民も参加します。 

参加費 1000円（ドリンク お菓子付き） 

要予約 

中崎町での難民カフェの様子 

 
２階 

◾️住居のない難民の一時避難所（シェルター） 

 

◾️難民問題の学習室 

 難民の講座や学習会を行なっています。 

・毎月第 2土曜日 難民初級講座 

「難民についてもっと知りたい」を開催 

・毎月第１土曜日 GLORRYゼミ 

申し込みはホームページから！ 

 

◾️誰でも使える難民問題の資料室 

 難民支援に関するもの、難民の出身国 

に関するもの、難民の母国語での図書や 

DVDなどがあります。 

事前に連絡の上、ご利用ください 

１階 

◾️RAFIQ事務所 

 関西の難民支援の拠点として、 

難民からのさまざまな相談を受け、 

難民が安心して過ごせるように支援を 

行います。 

  


